
zzsr(UEロ0
2

』
同

n
a
z申
閣
の
。
円

2
2
一

。02
2
昨日。ロヨ

U
g
z
g
L
C
玄
O

ロ品
od--

戸

-r『
白
町
一
。
〉
『
ヨ

EdL
。。一一

P
可
号

F
同山田一吋
hy

斗
目
印
官
官

J

ω
由

同

》

】

・

「
あ
な
た
に
お
曾
い
し
な
か
っ
た
数
日
の
聞
に
、
」
と
彼
は
い
っ
た
、
「
私

は
多
く
の
も
の
を
よ
み
、
と
く
に
ま
だ
讃
み
お
え
て
は
い
な
い
中
園
の
小
説

は
、
私
に
は
た
い
そ
う
注
目
す
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
|
|
「
中
園
の
小

説
で
す
か
?
」
と
私
は
い
っ
た
、
「
そ
れ
は
き
っ
と
非
常
に
特
異
な
も
の
で

し
ょ
う
に

f
l
l
「
人
が
思
う
ほ
ど
そ
ん
な
に
特
異
な
も
の
で
は
な
い
よ
と

ゲ
l
テ
は
答
え
た
。

「
人
間
で
あ
れ
ば
、
考
え
か
た
や
感
じ
か
た
は
、
ほ
と

ん
ど
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
だ
よ
、
そ
し
て
、
互
い
に
相
ひ
と
し
い
と
い
う
こ
と

に
、
だ
れ
で
も
た
い
そ
う
た
や
す
く
気
づ
く
だ
ろ
う
。
:::」

:
l
|』
「
し
か
し
」
と
私
は
い
っ
た
、
「
お
そ
ら
く
こ
の
中
閣
の
小
説

は
も
っ
と
も
例
外
的
な
も
の
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?
」

|
l
「
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
」
と
ゲ

l
テ
は
い
っ
た
、
「
中
関
人
は
こ
の
よ
う
な
も

の
を
幾
千
も
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が
ま
だ
森
林

の
中
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
に
は
す
で
に
持
っ
て
い
た
の
だ
よ

(
エ
ッ
カ
1
7
ン
の
ゲ
l
テ
と
の
封
話
、
一
八
二
七
年
一
月
三
十
一
日
、

水
曜
日
)
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こ
れ
は
、
「
世
界
の
運
命
」
叢
書
の
一
冊
と
し
て
、
一
九
七
二
年
に
パ
り
で

刊
行
さ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ル
ネ
氏
の
『
中
園
世
界
』
の
扉
に
か
き
と
め
ら

れ
た
文
章
で
あ
る
。
一
五

O
年
も
前
に
か
の
文
豪
ゲ
l
テ
が
諮
っ
た
苦一口棄
を、

エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
扉
に
か
き
し
る
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
執
筆
に
あ
た
っ

て
の
著
者
の
姿
勢
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
中
園
世
界
を
躍

な
る
異
園
趣
味
と
し
て
な
が
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
、
ゲ
ー
テ
が
直
観
と
し
て

感
じ
と
っ
た
こ
と
を
、
著
者
は
深
い
拳
殖
と
盟
富
な
資
料
に
も
と
づ
き
つ
つ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
般
讃
者
に
、
敷
術
解
説
せ
ん
と
し
て
、

A
5
版
、
本
文
だ
け

で
五
七

O
頁
、
付
録
を
あ
わ
せ
る
と
八

O
O頁
に
お
よ
ぶ
こ
の
中
園
史
概
説
を

か
か
れ
た
の
で
あ
る
。

「
世
界
の
運
命
」
叢
書
は
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
冒
険
』
『
ロ

1
7
と
そ
の
運
命
』

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
誕
生
』

『
物
質
文
明
と
資
本
主
義

・
第

一
部
』
と
い
っ
た
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
歴
史
の
み
で
な
く
、
『
イ
ス
ラ
ム
と
そ
の
文
明
』
や
本
書
の
よ
う

な
ア
ジ
ア
世
界
を
も
包
活
し
、
す
で
に
十
聞
が
刊
行
さ
れ
、
『
イ
ン
ド
文
明

史
』
な
ど
が
近
刊
抽
出
定
に
な
っ
て
い
る
。

著
者
の
ジ
ェ
ル
不
氏
は
、
現
在
、
パ
リ
第
七
大
皐
(
先
年
の
皐
制
改
革
前
の

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
事
、
す
な
わ
ち
パ
リ
大
事
文
事
部
)
教
授
、
東
ア
ジ
ア
数
育
研

究
機
関
長
、
高
等
研
究
院
第
六
部
門
(
枇
曾
経
済
部
門
)
教
授
で
あ
っ
て
、
ェ

チ
エ
ン
ヌ
・
パ
ラ
ジ
ュ
な
き
あ
と
、
フ
ラ
ン
ス
中
園
田
宇
を
代
表
す
る
歴
史
家
で

あ
る
。
氏
は
、
一
九
六
三
年
夏
・
七
一
年
秋
と
今
春
〈
七
三
年
〉
の
三
度
に
わ

た
っ
て
来
日
さ
れ
、
筆
者
は
そ
の
た
び
ご
と
に
京
都
で
氏
の
公
開
講
演
を
き
く

機
曾
に
め
ぐ
ま
れ
た
。

バ
ラ
ジ
ュ
に
つ
い
て
は
、
本
誌
本
欄
に
も
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
取
上
げ
ら
れ

た
。
す
な
わ
ち
、

-
F
O
同

g
x
b
b
g
g
E
Z
5
ι
c
E
ω
0
5
I
r。
ロ
ェ
(
『
階
書

食
貨
士
心
』
研
究
〉
が
愛
宕
松
男
氏
に
よ
り
(
第
十
六
容
第
二
続
可

d
E
5
8

-119ー
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【

U
z
-
-
S己
Oロ
自
仏
回
ロ
円
g
c
n門
担
円
、
(
『中
園
の
文
明
と
官
僚
制
』)
が
衣
川

強
氏
に
よ
り
(
第
二
十
四
谷
第
三
腕
〉
そ
れ
ぞ
れ
批
評
紹
介
さ
れ
、
ま
た
刊
行

さ
れ
つ
つ
あ
る
そ
の
迫
悼
論
文
集
駒
田
E
g
ω
g阿
古
目
。

E
2
5
B
肘

5
5
0

切
と
ω8.
も
、
川
勝
義
雄
氏
に
よ
っ
て
(
第
三
十
一
容
第
四
披
)
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ジ
ェ
ル
ネ
氏
に
つ
い
て
は
、
『
東
洋
摩
報
』
誌
上
で
は
、

皐
位
論
文
で
あ
る

H
2
2
u
o
n
z
b
n
g
o
s
z
z
g
E
r。
E
ι
r
F曲
目
。
含
ロ
ω

z
g丘
公
恥
門
医

5
5
w
E
〈
J
E
M
J彩。
-
F
S
g
u
(『五
l
十
世
紀
中

関
一
位
曾
に
お
け
る
例
教
の
経
済
的
諸
緩
相
』
)
が
池
田
沼
氏
に
よ
り
、
「
敦
煙
閥

係
近
刊
数
積
」
の
一
つ
と
し
て
(
第
四
十
一
容
第
三
鋭
)
、

H
白
〈

Foocoz-

E
gロ
o
g
の
r
E
m
u
-白
品
二

-o
品
命
コ
ロ
〈

S
F
S
B
g
m
o
r
H
N
m
o
t尽
a
・

5
g・
(
『
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
前
夜
に
お
け
る
中
閣
の
日
常
生
活
』
)
は
、
そ
の
英

謬
刊
行
を
機
に
菊
池
英
夫
氏
に
よ
っ
て
(
第
四
十
六
単位
第
四
鋭
)
、
そ
れ
ぞ
れ

批
評
さ
れ
て
い
る
が
、
木
誌
で
は
、
こ
れ
ま
で
書
評
の
釘
象
に
取
上
げ
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
『
中
園
世
界
』
の
ご
と
き
、
専
門
家
を
封
象
と
し

た
の
で
な
く
、
一
般
の
知
識
人
識
者
を
相
手
に
し
で
か
か
れ
た
通
史
・
紙
読
書

は
、
本
欄
に
は
取
上
げ
に
く
い
の
は
十
分
承
知
の
う
え
で
、
あ
え
て
紹
介
し
よ

う
と
す
る
の
は
、
本
書
が
、
今
後、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
中
園
史
概
説
書
と

し
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
抽
出
恕
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
、
中
関
史
の
時
代
直
分
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
し
た
立
場
に
た
っ
て
か
か

れ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
最
初
の
中
関
通
史
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ジ
ェ
ル
不
氏
は
、
は
じ
め
フ
ラ
ン
ス
遼
東
撃
院
の
研
究
員
と
し
て
中
園
祭
の

研
鎖
に
つ
と
め
、
最
初
の
路
行
本
、
凶
ロ
四
円

2
0
E
E
豆
島

s
p
u
r
z
s

。ro
P
E
o
c
a
ι
ロ因。.、
H
d
o
s
g
l
a
3
.
(『
荷
津
紳
曾
澗
師
語
録
』
)
を
ハ

ノ
イ
で
殻
表
さ
れ
た
の
が
一
九
四
九
年
で
あ
り
、
つ
い
で
一
九
五
六
年
に
は
敦

信
文
書
を
駆
使
し
た
皐
位
論
文
『
五
十
世
紀
中
園
祉
曾
に
お
け
る
俳
教
の
経

済
的
諸
様
相
』
を
サ
イ
ゴ
ン
で
刊
行
し
、
南
北
朝
筒
唐
時
代
の
傍
数
思
想
と
そ

の
枇
曾
的
基
盤
の
研
究
者
と
し
て
翠
界
に
確
固
た
る
地
位
を
占
め
ら
れ
た
。
そ

れ
以
後
、
研
究
領
域
を
前
後
の
時
代
に
ひ
ろ
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
一
般
む
け

の
叢
書
の
中
園
の
部
の
著
者
と
し
て
登
場
し
て
い
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
パ
リ
に

か
え
り
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
撃
の
教
壇
に
た
た
れ
た
こ
と
が
、
お
そ
ら
く
最
大
の

理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

aF
曲
〈

F
O
Oロ
E
E
F
O
E。
三
(
日
常
生
活
〉
叢
蓄
の
一
冊
『
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
前

夜
(
一
二
五

O
l
一
二
七
六
)
に
お
け
る
中
園
の
日
常
生
活
』
を
刊
行
し
、

東
京
夢
華
録
を
は
じ
め
と
す
る
宋
元
時
代
の
典
籍
に
し
た
し
ま
れ
た
の
が
一
九

五
九
年
で
あ
り
、

E
O
E
ω
巴
M
a
r
y
文
庫
の

E
C
の
『
即
日
自
己
O
B
o
l

o
s
o円仲間
E
B
b
-
u
a
B
1『
0

3

(

『
古
代
中
園
』
)
を
執
筆
さ
れ
た
の
は
一
九

六
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
年
に
、
「
中
国
に
お
け
る
歴
史
思
想
の
起

源
」
に
つ
い
て
の
氏
の
講
演
を
筆
者
が
き
い
た
の
は
、
こ
の
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
の

執
筆
過
程
の
見
解
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
(
先
日
、
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
こ

の
時
の
講
演
内
容
は
、
ど
こ
に
も
夜
表
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
)
。

「
起
源
か
ら
帝
園
ま
で
」
と
い
う
副
題
の
つ
い
た
こ
の
『
古
代
中
国
』
は
、
中

園
文
化
の
初
め
か
ら
秦
帝
闘
の
成
立
ま
で
の
歴
史
を
簡
明
に
叙
述
し
、
穏
骨
固
な

意
見
が
お
お
く
、
そ
の
つ
づ
き
が
待
ち
の
ぞ
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
七
一

年
に
来
日
さ
れ
た
と
き
の
講
演
題
目
は
、
「
十
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
中
園
と

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
の
交
渉
に
つ
い
て
」
で
あ
り
(
『
東
方
事
』
第
四
十
四
揖
に
、

稿
井
文
雅
氏
に
よ
る
翻
課
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
)
、
そ
の
際
、
講
演
の
冒
頭
で
、

「
今
日
は
ま
ず
最
初
に
、
皆
様
方
に
お
許
し
を
得
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
と
申
し
ま
す
の
は
、
招
待
の
御
通
知
を
戴
き
ま
し

た
時
に
は
、
私
は
ち
ょ
う
ど
中
国
史
概
設
を
書
き
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
し
た
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
一
般
讃
者
向
け
の
通
史
で
あ
り
ま
す
が
、
私

nu 
。，“
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は
そ
の
仕
事
に
七
年
間
泊
出
頭
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
問
、
専
門
的

・
個
別
的
な
研
究
に
時
間
を
割
く
徐
裕
が
、
事
責
上
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

と
こ
と
わ
ら
れ
、
七
年
を
か
け
た
中
園
の
通
史
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
そ
の
刊
行
を
お
お
レ
に
期
待
し
て
い
た
。
そ
の
ま
ち
望
ん
で
い
た
成
果

が
、
「
世
界
の
運
命
」
叢
書
の
『
中
園
世
界
』
と
題
す
る
本
書
な
の
で
あ
る
。

目
次
を
か
か
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

序

章

第
一
篇
上
古
君
主
制
か
ら
中
央
集
権
園
家
へ
〈
紀
元
前
十
七
|
三
世
紀
)

第
一
章
上
古
君
主
制

第
二
章
諸
侯
の
時
代

第
三
章
中
央
集
纏
園
家
の
形
成

第
四
章
古
代
の
遺
産

第
二
篇
中
央
集
機
画
家
の
飛
躍
、
展
開
、
衰
運
(
紀
元
前
二
世
紀
|
紀
元

後
二
世
紀
)

第
一
章
征
服
す
る
帝
園

第
二
章
膨
脹
の
原
因
と
結
果

第
三
章
豪
族
の
興
起
と
政
治
制
度
の
危
機

第
四
章
漢
代
の
文
明

第
三
篇
中
世
(
二
一

l
六
世
紀
)

第
一
章
夷
欽
と
貴
族

第
二
章
中
世
の
文
明

第
四
簾
中
世
か
ら
近
世
へ
(
七
|
十
世
紀
)

第
一
章
貴
族
の
帝
圏

第
二
章
近
世
へ
の
移
行

第
三
章
世
界
へ
の
開
眼
か
ら
古
典
停
統
へ
の
回
院
へ

第
五
篇
中
園
〈
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〉

第
一
章
新
し
い
世
界

第
二
掌
中
園
八
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〉
の
文
明

第
六
篇
華
化
せ
る
帝
園
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
の
占
領
へ
(
十
一

l
十
四
世
紀
)

第
一
章
華
化
せ
る
帝
国

第
二
章
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
と
占
領

第
七
篇
専
制
君
主
と
官
官
に
よ
る
統
治
(
十
四
|
十
七
世
紀
)

第
一
章
再
建
と
膨
脹

第
二
章
政
治
・
枇
曾
・
経
済
の
出
変
化

第
三
章
第
二
回
目
の
中
園
〈
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
V

と
明
末
の
危
機

第
四
章
明
代
の
精
一
紳
生
活

第
八
篇
濁
裁
者
の
慈
父
主
義
(
十
七
|
十
八
世
紀
)

第
一
章
征
服
と
満
洲
的
秩
序
の
創
始

第
二
章
開
明
専
制
君
主

第
三
章
十
七
世
紀
中
期
か
ら
十
八
世
紀
末
に
い
た
る
精
神
生
活

第
九
篇
衰
運
か
ら
割
譲
へ
(
十
九
世
紀
)

第
一
章
大
一
家
運

第
二
章
祉
曾
の
破
裂
と
そ
の
結
果

第
三
章
近
代
化
へ
の
挫
折
と
外
園
悶
入
の
進
行

第
四
章
十
九
世
紀
に
お
け
る
思
潮

第
十
篇
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
中
国
(
二
十
世
紀
前
牟
〉

第
一
章
経
済
と
枇
曾
の
瓦
解

第
二
章
二
十
世
紀
前
半
の
政
治
動
向

第
三
章
哲
皐
と
文
拳
の
動
向

結

論

(
十
一
|
十
三
世
紀
)

-121-
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こ
の
目
次
を
一
瞥
す
れ
ば
分
る
よ
う
に
、
古
代
枇
曾
は
漢
代
で
終
り
を
つ

げ
、
三
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
い
た
る
貌
耳
目
南
北
朝
時
代
を
中
世
と
し
、
陪
唐
時

代
を
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
と
理
解
し
、
宋
代
に
中
園
〈
ル
ネ
ッ

サ
ン

ス
〉
が
あ
っ
て
、
近
世
一
耽
曾
が
始
ま
る
と
す
る
。
こ
の
時
代
医
分
は
、
あ
き
ら

か
に
内
藤
湖
南
・
宮
崎
市
定
雨
氏
ら
の
い
わ
ゆ
る
京
都
催
涙
の
間
半
設
に
ま
っ

た

く
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
い
て
京
都
事
振
と
の
差
遣
を
求
め
れ
ば
、
明

代
末
期
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
第
二
回
目
の
中
園

〈
ル
ネ
y

サ
ン
ス
V

を
設
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
一
九
七
一

年
の
講
演
の
際
に
も
、
「
宋
代
を
中
園
の
大
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
の
時
代
と
し
ま
す

と
、
明
末
は
第
二
の
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
と
り

敢
え
ず
、
そ
の
時
代
の
特
色
と
し
ま
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
象
を
皐
げ
て
お
き

ま
し
ょ
う
に
と
し
て
、
銀
塊
に
よ
る
商
業
経
済
の
大
薮
展
、
生
産
技
術
の
設

達
、
都
市
生
活
の
設
展
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
枇
曾
的
愛
化
の
ほ
か
に
、
文
化

的
現
象
と
し
て
、
短
篇
や
小
説
や
芝
居
の
殺
展
、
技
術
や
自
然
科
撃
に
閲
す
る

著
述
の
増
加
を
数
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
本
書
で
も
、
第
七
篇
の
第
三
章
第

一
節
「
第
二
回
目
の
中
園
〈
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
〉
」
(
一
二
七
O
i三
七
四
頁
)
に
お

け
る
、
。
大
商
業
と
家
内
工
業
の
飛
躍
¥
。
技
術
の
裂
達
。
.

4

都
市
と
商
人
の

佐
倉
。
の
項
や
、
第
四
章
第
二
節
「
一
五
五

O
l
一
六
四
四
年
の

〈
ル
ネ
ッ

サ

ン
ス
〉
L

(

三
八
四
|
三
九
二
頁
〉)
に
お
け
る
、
。
反
穏
制
思
想
9

・4

新
し
い
科

事
精
神
と
経
験
知
識
に
針
す
る
新
た
な
関
心
。
-

φ

都
市
文
悶
デ
と
い
っ
た
項
目

で
要
領
よ
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
二
の
〈
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〉
に
先
だ
っ
宋
代
の
〈
ル
ネ
ッ
十
ン
ス
〉

は
、
そ
の
蔚
芽
を
八
世
紀
後
半
に
ま
で
遡
ら
せ
う
る
と
し
て
、
女
の
よ
う
に
主

張
さ
れ
る
。
六
世
紀
末
に
始
ま
る
階
唐
時
代
は
、
貴
族
と
従
属
(
客
・
部
曲
・

奴
稗
)
と
の
聞
の
人
格
関
係
・
経
済
・
文
事
・
慈
術
・
宗
教
信
仰

l
l唐
代
は

併
教
の
黄
金
時
代
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
|
ー
に
閲
し
て
〈
中
圏
中
世
〉
と
よ
べ

る
も
の
の
後
端
に
な
お
全
く
潜
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中

世
世
界
か
ら
〈
近
世
世
界
〉
へ
の
移
行
期
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
後
化

の
前
兆
は
、
七
五
五
|
七
六
三
年
の
安
藤
山
の
大
軍
事
反
飢
の
翌
日
に
現
れ

る
。
こ
の

〈
近
世
へ
の
移
行
〉
の
時
期
が
、
五
九

O
年
か
ら
六
二
五
年
に
か
け

て
基
盤
を
す
え
ら
れ
た
〈
貴
族
の
帝
園
〉
の
後
を
継
承
す
る
。
唐
の
中
期
、
八

世
紀
後
学
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
〈
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〉
の
気
配
が
濃
厚
に
現
れ

て
く
る
。
韓
愈
や
柳
宗
元
の
古
文
運
動
が
お
こ
り
、
倉
昌
の
排
出
抑
以
後
、
悌
教

が
衰
退
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
第
五
篇
、
中
園
〈
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〉
の
第
一

章
、
「
新
し
い
世
界
」
で
は
、
宋
の
中
央
政
府
が
、
財
政
経
済
を
摺
賞
す
る
一
一
一

司
と
、
軍
事
擁
嘗
の
福
密
院
と
、
内
閣
の
中
審
門
下
と
の
三
つ
に
機
能
分
化
し

て
能
率
を
あ
げ
た
貼
を
指
摘
し
、
活
仲
持
団
や
新
法
を
断
行
し
た
王
安
石
の
革
新

運
動
を
高
く
評
債
す
る
。
ま
た
、
徴
兵
制
か
ら
傭
兵
制
へ
と
醐
深
化
し
た
軍
隊

で
、
火
器
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
貼
を
強
調
し
、
宋
の
新
し
い
一
世
曾

で
、
従
来
の
貴
族
に
か
わ
っ
て
金
利
生
活
者
階
級
が
出
現
し
、
枇
曾
が
た
い
そ

う
流
動
的
に
な
り
、
貨
幣
綴
済
が
大
義
展
し
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
第
二

章
、
「
中
園
〈
ル
ネ
ッ
サ
γ
久
〉
の
文
明
」
で
は
、
来
代
に
、
従
来
の
皐
者
文

化
に
射
し
て
民
衆
文
化
が
展
開
し
、
木
版
印
刷
術
が
普
及
し
、
活
版
印
刷
術
さ

え
試
み
ら
れ
、
書
物
生
産
が
大
規
模
と
な
っ
て
科
事
の
後
遺
に
貢
献
し
た
。
科

象
的
な
考
古
撃
が
登
場
し
、
司
馬
光
の
資
治
遇
鑑
や
鄭
樵
の
通
志
の
よ
う
に
歴

史
筆
に
も
新
し
い
型
の
著
作
が
出
版
さ
れ
、
周
数
限
か
ら
朱
識
に
い
た
る
聞
に

宇
宙
論
や
倫
理
事
の
面
で
新
局
面
を
ひ
ら
き
自
然
哲
撃
を
設
展
さ
せ
た
、
と
さ

れ
る
。
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
い
た
る
中
園

〈ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〉
時
期
の

経
済
面
・
精
神
面
で
の
飛
躍
は
驚
嘆
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
十
三
世
紀
末
の

マ
ル
コ
・
ポ
l
ロ
の
驚
き
は
み
せ
か
け
で
は
な
か
っ
た
。
西
洋
の
近
世
を
出
現

-122ー
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さ
せ
る
大
鼎
説
明
の
す
べ
て
が
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ジ
占
ル
ネ
氏

は
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

宋
代
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
先
進
性
、
西
洋
へ
の
寄
輿
を
強
調
さ
れ
る
場
合
に
か

ぎ
ら
ず
、
本
書
全
慢
を
通
じ
、
中
闘
の
祉
曾
・
文
化
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
紅
曾

・
文
化
と
の
劉
比
で
と
ら
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
と
の
交
流
を
重
視
し
、
世
界

史
の
う
ち
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
貼
に
特
色
が
あ
る
(
こ
の
鮎
は
、
先
日
の
「
マ

テ
オ
・
リ
ァ
チ
と
明
末
の
中
園
思
想
界
」
と
題
す
る
講
演
を
き
い
た
際
に
も
あ

ら
た
め
て
感
じ
ら
れ
た
)
。

大
部
の
書
物
で
は
あ
る
が
、
著
者
の
主
張
を
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
る
園
表
や

地
圃
が
た
く
み
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
一
般
讃
者
の
理
解
に
便
な
ら
し
め
て
い

る
d

の
も
、
本
書
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
中
闘
の
各
省
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
各
園
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
積
や
人
口
・
人
口
密
度
の
順
に
な
ら
べ
た
一

覧
表
三
六
・
一
七
頁
)
に
よ
る
と
、
面
積
で
は
、
一
番
賢
い
四
川
省
だ
け
で

フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
よ
り
庚
く
、
も
っ
と
も
狭
い
江
蘇
'
省
や
淑
江
省
は
ブ
ル

ガ
リ
ア
よ
り
は
狭
い
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
よ
り
も
魔
く
、
ス
イ
ス
の
二
倍
竿
も
あ

る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
分
る
し
、
一
九
五
七
年
の
人
口
統
計
に
よ
れ
ば
、
山
東

省
の
人
口
は
イ
タ
リ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
と
ほ
ぼ
均
し
く
、
河
南
省
の
人
口

は
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
に
匹
敵
す
る
こ
と
な
ど
が
、
た
だ
ち
に
了
解
さ
れ
る
。
ま

た
、
=
一
=
二
頁
の
中
園
世
界
か
ら
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
技
術
の
寄
輿
と
い
う

表
で
は
、
後
期
十
字
軍
時
期
と
モ
ン
ゴ
ル
膨
脹
時
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
中
園
か
ら

ヨ
i
ロ
y

パ
に
侍
え
ら
れ
た
技
術
を
列
車
苧
し
、
そ
れ
ら
、
が
中
園
で
は
い
つ
ご
ろ

護
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
し
、
二
五
二
・
二
五
三
頁
の
、

唐
代
の
中
闘
が
蒙
っ
た
り
輿
与
え
た
り
し
た
影
響
の
さ
ま
を
示
す
地
周
な
ど
、
説

得
力
に
富
ん
で
い
る
。
(
二
九
九
頁
上
段
の
「
海
象
南
極
圏
」
が
、
裏
表
が
反

劉
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
愛
敬
で
あ
る
。
〉

本
書
で
使
わ
れ
た
中
国
語
の
表
記
法
が
、
漢
語
耕
音
方
式
で
あ
る
と
い
う
事

費
は
、
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
出

版
さ
れ
る
書
物
が
ウ
ェ

l
ド
式
で
あ
る
の
に
劉
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
停
統
的

に
、
遼
東
事
院
方
式
を
採
用
し
て
き
た
。
ジ
由
ル
ネ
氏
の
こ
れ
ま
で
鼎
製
表
さ
れ

た
著
書
も
、
遼
東
参
院
方
式
で
あ
っ
た
し
、
と
く
に
タ
セ
ジ
ュ
文
庫
『
古
代
中

園
』
で
は
、
「
中
国
名
の
音
潟
に
は
フ
ラ
ン
ス
式
表
記
法
を
採
用
し
た
。
こ
の

表
記
法
は
中
国
語
の
賞
際
の
裂
音
に
合
致
す
る
こ
と
は
稀
れ
で
あ
る
が
、
フ
ラ

ン
ス
の
一
般
讃
者
に
は
親
し
ま
れ
て
い
る
と
い
う
長
所
が
あ
り
、
そ
れ
に
、
中

華
人
民
共
和
国
で
使
用
し
て
い
る
公
式
の
表
記
法
よ
り
も
と
ま
ど
わ
せ
る
こ
と

が
少
な
い
。
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
脚
注
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
本
書

で
、
そ
の
中
華
人
民
共
和
国
で
使
用
し
て
い
る
公
式
の
表
記
法
、
併
音
方
式
を

採
用
し
た
こ
と
は
、
あ
る
程
度
の
抵
抗
は
抽
出
想
さ
れ
る
と
は
い
え
、
今
後
フ
ラ

ン
ス
で
刊
行
さ
れ
る
中
園
研
究
書
に
お
お
い
に
影
響
を
興
え
る
こ
と
で
あ
ろ

〉
円
ノ
。

-123ー

本
書
に
は
、
文
駄
目
録
、
人
名
・
地
名
・
書
名
・
件
名
の
各
索
引
の
ほ
か
、

一一一

O
頁
に
わ
た
る
詳
細
な
中
国
史
年
表
が
、
紀
元
前
十
七
世
紀
か
ら
一
九
六

九
年
ま
で
、
歴
史
欄
と
文
明
欄
に
わ
け
で
付
加
さ
れ
て
い
て
、
護
者
に
便
宜
を

奥
え
て
い
る
。
索
引
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ダ
l
ル
氏
の
援
助
に
か
か
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
年
表
は
著
者
自
身
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
近
、
中
園
史
の

年
表
作
成
に
少
な
か
ら
ぬ
時
聞
を
割
い
た
経
験
を
も
っ
筆
者
に
は
、
そ
の
努
苦

が
ひ
と
し
お
察
せ
ら
れ
る
。
文
献
目
録
に
は
、
中
園
人
や
日
本
人
に
よ
っ
で
か

か
れ
た
業
績
は
か
か
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
本
書
の
執
筆

に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
参
照
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

は
な
い
。
「
本
書
は
、
方
針
と
し
て
、
専
門
家
に
で
は
な
く
一
般
大
衆
に
向
か

っ
て
か
か
れ
て
い
る
の
で
、
中
国
と
そ
の
境
界
に
関
す
る
泡
大
な
業
績
を
あ
げ
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て
い
る
中
関
諾
と
日
本
語
で
か
か
れ
た
全
出
版
物
は
、
こ
の
文
撤
回
録
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
る
。
」
と
わ
ざ
わ
ざ
断
わ
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

近
着
の
↓
.
0
ロ
ロ
四
℃
釦
O

(

〈
。
「
円
、
〈
同
四
回
〉
に
は
、
ポ
ー
ル
・
ド
ミ
エ
ヴ

ィ
ル
氏
に
よ
る
本
書
へ
の
書
評
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
書

は
、
一
九
七
二
年
度
の
フ
ラ
ン
ス
謬
士
院
賞
を
受
賞
し
た
と
い
う
。
嘗
然
う
け

ら
れ
る
べ
き
栄
容
で
あ
り
、

ζ

同
慶
の
至
り
で
あ
る
。

「
歴
史
を
思
惟
す
る
こ
と
は
確
か
に
・
』
れ
を
時
代
区
分
す
る
こ
と
で
あ
る
」

と
い
う
ク
ロ
ォ
チ
ェ
の
言
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
時
代
医
分
の
問
題
は
、
い
つ

も
わ
れ
わ
れ
の
意
識
の
う
ち
に
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
中
園

史
摩
界
最
大
の
論
争
で
あ
っ
た
時
代
医
分
論
争
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
前
田
直

典
氏
の
「
東
ア
ジ
ヤ
に
お
け
る
古
代
の
終
末
」
(
一
九
四
八
年
四
月
)
が
昨
製
表

さ
れ
て
か
ら
活
設
と
な
っ
た
。
前
田
氏
の
問
題
提
起
は
、
そ
の
前
年
に
か
か
れ

た
宇
都
宮
清
士
口
氏
の
「
東
洋
中
世
史
の
領
域
」
に
射
す
る
批
判
か
ら
出
澄
し
た

の
で
あ
り
、
宮
崎
市
定
氏
に
つ
い
て
は
、
一
九
四

O
年
に
か
か
れ
た
、
ほ
ほ
宋

代
ま
で
の
縦
設
で
あ
る
、
『
東
洋
に
於
け
る
素
朴
主
義
の
民
族
と
文
明
主
義
の

佐
倉
』
を
主
と
し
て
針
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
宮
崎
氏
の
通
史
『
ア
ジ
ヤ

史
概
説
』
正
篇
・
綴
篇
が
刊
行
さ
れ
て
、
そ
の
全
構
想
が
公
開
さ
れ
た
の
は
、

一
九
四
七
年
十
二
月
と
四
八
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
や
四
半
世

紀
、
時
代
医
分
に
は
っ
き
り
し
た
態
度
を
示
し
た
ジ
ェ
ル
ネ
氏
の
通
史
『
中
国

世
界
』
を
手
に
し
え
た
現
在
、
京
都
撃
波
の
開
祖
た
る
内
藤
虎
次
郎
の
あ
ら
ゆ

る
業
績
を
網
羅
し
た
『
内
藤
湖
南
全
集
』
全
十
四
谷
(
筑
麟
書
房
)
が
ほ
ぼ
完

成
し
、
前
田
氏
の
全
業
績
を
集
録
し
た
『
元
朝
史
の
研
究
』
が
東
京
大
事
出
版

舎
か
ら
出
版
さ
れ
、
そ
こ
に
は
時
代
匿
分
論
も
別
篇
と
し
て
攻
め
ら
れ
た
。
そ

し
て
『
ア
ジ
ア
史
概
説
』
の
新
版
が
、
現
代
ア
ジ
ア
史
の
章
を
つ
け
加
え
、
装

を
新
た
に
し
て
皐
生
般
か
ら
刊
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
c

わ
れ
わ
れ
は
、
原

黙
に
た
ち
か
え
っ
て
、
中
関
史
の
流
れ
を
考
え
る
べ
き
好
機
曾
に
め
ぐ
り
あ
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
九
七
三
年
五
月
十
二
日
(
碩
波
護
)
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